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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第２四半期連結
累計期間

第62期
第２四半期連結

累計期間
第61期

会計期間

自平成26年
１月１日

至平成26年
６月30日

自平成27年
１月１日

至平成27年
６月30日

自平成26年
１月１日

至平成26年
12月31日

売上高 （千円） 2,356,973 2,390,810 4,817,832

経常利益又は経常損失（△） （千円） △232,274 65,238 △303,069

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）
（千円） △241,356 47,373 △396,850

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △244,755 1,590 △358,047

純資産額 （千円） 3,589,635 3,456,912 3,476,344

総資産額 （千円） 5,214,389 5,459,624 5,352,555

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）

（円） △57.41 11.27 △94.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 68.8 63.3 64.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △232,089 △155,160 △150,598

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △147,528 199,114 △252,463

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △35,676 △1,243 △71,902

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 421,827 434,229 390,256

 

回次
第61期

第２四半期連結
会計期間

第62期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成26年
４月１日

至平成26年
６月30日

自平成27年
４月１日

至平成27年
６月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）

(円） △26.38 18.98

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

　　記載しておりません。

２. 売上高には消費税等は含まれておりません。

 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第61期第２四半期連結累計期間及び第61期

は潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。第62期第

２四半期連結累計期間は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び当社の連結子会

社)が判断したものであります。

　（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安・株高基調に支えられた企業収益増加を背景に設備投資

が伸び、また、雇用・所得環境の改善を受けた個人消費に底入れ感が広がるなど、内需においてゆるやかな回復が

続く一方で、中国景気の減速やギリシャ問題に象徴されるＥＵ経済の混乱から輸出の伸びが鈍化してきており、さ

らに円安による輸入品価格の上昇懸念など、引き続き不透明な状況となっております。このような経済状況のもと

で、当社グループは、多様化する顧客ニーズに的確に対応した新製品開発のスピードアップとさらなる短納期化に

努め、さらに中国工場の体制強化をすすめ、国内工場と合わせた最適な生産体制構築による業績向上に総力をあげ

て取り組んでおります。

 

　当第２四半期連結累計期間は、設備投資の回復傾向の持続や電機・輸送・工作機械業界の順調な回復もあり、売

上高は23億９千万円（前年同四半期比1.4％増）、営業利益は４千１百万円（前年同四半期は営業損失１億３千１百

万円）、経常利益は６千５百万円（前年同四半期は経常損失２億３千２百万円）となりました。特別利益に投資有

価証券売却益１億５千万円を計上する一方、特別損失に厚生年金基金脱退損失１億６千４百万円を計上したことな

どにより、四半期純利益は４千７百万円（前年同四半期は四半期純損失２億４千１百万円）となりました。

 

　当第２四半期連結累計期間のセグメントの業績は次のとおりであります。

①送風機事業

　国内工作機械・産業機械業界及び電機業界向け部品供給を中心とする当社にあっては、特に中国向け軸流工作機

械の生産増加や納期の前倒しなどもあり、送風機事業の売上高は14億９千９百万円（前年同四半期比2.6％増）とな

りましたが、円安による原材料価格の上昇などからセグメント利益は９千２百万円（前年同四半期比35.2％減）と

なりました。

②住設事業

　浴室照明器具に関しては、住宅着工件数の減少が続くなど、依然として厳しい環境のなか、一部大手顧客からの

受注が好調であったこともあり、売上高は５億５千８百万円（前年同四半期比4.9％増）を計上し、セグメント利益

は３千４百万円（前年同四半期比226.2％増）となりました。

③自動巻線機事業

　自動巻線機事業は、電子関連機器向けの引き合いが継続しているなか、ＨＥＶ・ＥＶ関連機器も動き出しました

が、一部の大型案件の売上が第３四半期に延びたことにより、売上高は３億１千３百万円（前年同四半期比8.2％

減）と減少しましたが、セグメント利益は１千１百万円（前年同四半期はセグメント損失１億８千７百万円）とな

りました。

④企業再生支援事業

　売上高は１千８百万円（前年同四半期比8.4％減）、セグメント利益は９百万円（前年同四半期はセグメント損失

２百万円）となりました。

 

　（2）キャッシュ・フローの状況

　 当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、４千３百万円

の増加となりました。その結果、当第２四半期連結会計期間末の資金残高は４億３千４百万円となっております。当

第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の営業活動による資金は、１億５千５百万円の減少となりました。これは、税金等調整

前四半期純利益５千３百万円、前受金の増加２億１千７百万円、売上債権の減少９千４百万円等がありましたが、た

な卸資産の増加額３億２千３百万円、厚生年金基金脱退による支出１億６千４百万円等による資金の減少が主な要因

であります。

EDINET提出書類

ローヤル電機株式会社(E01965)

四半期報告書

 4/19



（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の投資活動による資金は、１億９千９百万円の増加となりました。これは、投資有価証

券の売却による収入２億７千８百万円、有形固定資産の取得による支出７千５百万円が主な要因であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の財務活動による資金は、１百万円の減少となりました。これは、短期借入れによる収

入２千万円、配当金の支払額２千万円が主な要因であります。

 

　（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　（4）研究開発活動

　　当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、１千４百万円となっております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,473,000

計 9,473,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成27年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,342,554 4,342,554

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

 (スタンダード)

権利内容に何ら限定のな

い、当社における標準と

なる株式であり、単元株

式数は100株であります。

計 4,342,554 4,342,554 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

　平成27年４月１日～

 平成27年６月30日
－ 4,342,554 － 1,538,448 － 1,447,761
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（６）【大株主の状況】

  平成27年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社小田原エンジニアリング 神奈川県足柄上郡松田町松田惣領1577番地 3,296 75.91

ローヤル電機株式会社 東京都港区高輪２丁目16番37号 138 3.18

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台３丁目９番地 75 1.73

ローヤル電機取引先持株会 東京都港区高輪２丁目16番37号 62 1.44

日本証券代行株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番４号 58 1.34

佐内　正彦 埼玉県比企郡嵐山町 53 1.23

佐々木　明 広島県広島市南区 31 0.73

米田　温幸 大阪府大阪市 30 0.69

佐藤　敬治 岡山県都窪郡早島町 24 0.56

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 18 0.42

計 － 3,787 87.23

　（注）　所有株式数は千株未満を切り捨てております。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     138,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   4,203,200 42,032 －

単元未満株式  普通株式       1,254 －
　一単元(100株)未満の

　株式

発行済株式総数 4,342,554 － －

総株主の議決権 － 42,032 －

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ローヤル電機株式会社
東京都港区高輪２丁目16

番37号
138,100 － 138,100 3.18

計 － 138,100 － 138,100 3.18

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 602,686 650,632

受取手形及び売掛金 1,543,187 1,449,358

営業投資有価証券 456,834 464,014

商品及び製品 417,622 807,056

仕掛品 348,491 242,808

原材料及び貯蔵品 381,865 422,870

その他 58,552 66,826

貸倒引当金 △1,563 △1,959

流動資産合計 3,807,676 4,101,607

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 184,304 175,246

機械装置及び運搬具（純額） 84,145 100,929

工具、器具及び備品（純額） 74,876 97,376

土地 619,249 619,249

リース資産（純額） 0 0

建設仮勘定 17,541 9,842

有形固定資産合計 980,117 1,002,643

無形固定資産   

借地権 32,841 32,841

その他 21,061 23,126

無形固定資産合計 53,903 55,968

投資その他の資産   

投資有価証券 488,691 276,623

その他 22,167 22,780

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 510,858 299,403

固定資産合計 1,544,878 1,358,016

資産合計 5,352,555 5,459,624
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 827,660 817,720

短期借入金 ※ 200,000 ※ 220,000

未払法人税等 23,768 10,155

前受金 302,622 519,669

賞与引当金 24,623 23,989

アフターサービス引当金 7,886 7,623

その他 151,462 175,227

流動負債合計 1,538,025 1,774,385

固定負債   

リース債務 2,021 1,603

繰延税金負債 73,707 39,430

退職給付に係る負債 227,531 151,665

資産除去債務 14,700 14,700

その他 20,226 20,926

固定負債合計 338,186 228,325

負債合計 1,876,211 2,002,711

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,538,448 1,538,448

資本剰余金 1,676,743 1,676,743

利益剰余金 371,240 397,592

自己株式 △227,043 △227,043

株主資本合計 3,359,389 3,385,740

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 135,536 84,353

為替換算調整勘定 △18,581 △13,181

その他の包括利益累計額合計 116,954 71,171

純資産合計 3,476,344 3,456,912

負債純資産合計 5,352,555 5,459,624
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 2,356,973 2,390,810

売上原価 2,095,933 1,948,116

売上総利益 261,040 442,693

販売費及び一般管理費 ※ 392,504 ※ 400,869

営業利益又は営業損失（△） △131,464 41,823

営業外収益   

受取利息 1,111 3,198

受取配当金 5,163 1,838

為替差益 － 10,298

受取賃貸料 4,638 4,638

その他 7,034 6,862

営業外収益合計 17,947 26,836

営業外費用   

支払利息 820 719

持分法による投資損失 97,289 2,387

為替差損 17,852 -

その他 2,794 314

営業外費用合計 118,757 3,421

経常利益又は経常損失（△） △232,274 65,238

特別利益   

固定資産売却益 - 2,269

投資有価証券売却益 - 150,236

新株予約権戻入益 130 -

特別利益合計 130 152,506

特別損失   

固定資産除却損 146 66

厚生年金基金脱退損失 - 164,348

特別損失合計 146 164,415

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△232,290 53,330

法人税等 9,065 5,956

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
△241,356 47,373

四半期純利益又は四半期純損失（△） △241,356 47,373
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
△241,356 47,373

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 11,022 △51,183

為替換算調整勘定 △14,422 5,400

その他の包括利益合計 △3,399 △45,783

四半期包括利益 △244,755 1,590

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △244,755 1,590
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△232,290 53,330

減価償却費 63,387 51,768

有形固定資産除売却損益（△は益） 146 △2,203

貸倒引当金の増減額（△は減少） 198 396

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,381 △688

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △20,009 △75,865

アフターサービス引当金の増減額（△は減少） 6,458 △262

受取利息及び受取配当金 △6,274 △5,036

支払利息 820 719

持分法による投資損益（△は益） 97,289 2,387

売上債権の増減額（△は増加） 45,998 94,568

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 5,179 △7,179

投資有価証券売却損益（△は益） － △150,236

厚生年金基金脱退損失 － 164,348

たな卸資産の増減額（△は増加） △266,692 △323,100

仕入債務の増減額（△は減少） 42,527 △5,943

前受金の増減額（△は減少） 125 217,046

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,710 △8,204

その他 19,344 5,430

小計 △231,699 11,275

利息及び配当金の受取額 6,276 5,038

利息の支払額 △799 △594

法人税等の還付額 3,157 9,688

法人税等の支払額 △9,024 △16,218

厚生年金基金脱退による支出 － △164,348

営業活動によるキャッシュ・フロー △232,089 △155,160

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △42,405 △75,564

有形固定資産の売却による収入 － 2,270

無形固定資産の取得による支出 △7,117 △4,434

投資有価証券の取得による支出 △2,246 △1,200

投資有価証券の売却による収入 － 278,044

定期預金の預入による支出 △96,570 －

その他の収入 810 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △147,528 199,114

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 20,000

長期借入金の返済による支出 △12,996 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,868 △418

配当金の支払額 △20,811 △20,824

財務活動によるキャッシュ・フロー △35,676 △1,243

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,261 1,262

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △430,556 43,973

現金及び現金同等物の期首残高 852,384 390,256

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 421,827 ※ 434,229
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　当社及び一部の国内連結子会社において、取引銀行３行（前連結会計年度は当社の１行）と当座貸越契約を

締結しております。これらの契約に基づく借入未実行残高は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年12月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

当座貸越極度額 500,000千円 950,000千円

借入実行残高 200,000 220,000

差引額 300,000 730,000

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日

　　至 平成26年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年１月１日

　　至 平成27年６月30日）

従業員給与及び手当 107,340千円 119,484千円

賞与引当金繰入額 4,927 5,977

退職給付費用 7,384 13,196

アフターサービス引当金繰入額 6,458 1,568

研究開発費 13,327 3,126

減価償却費 4,181 2,940

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年１月１日
至 平成27年６月30日）

現金及び預金勘定 581,921千円 650,632千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △160,093 △216,402

現金及び現金同等物 421,827 434,229
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年６月30日）

　　　　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月26日
定時株主総会

普通株式 21,021 5.00 平成25年12月31日 平成26年３月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年６月30日）

　　　　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月26日
定時株主総会

普通株式 21,021 5.00 平成26年12月31日 平成27年３月27日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年１月１日　至平成26年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 送風機事業 住設事業 自動巻線機事業

企業再生支援事

業

売上高        

外部顧客への売上高 1,462,440 532,302 341,778 20,452 2,356,973 － 2,356,973

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,462,440 532,302 341,778 20,452 2,356,973 － 2,356,973

セグメント利益又はセ

グメント損失(△)
143,420 10,649 △187,045 △2,798 △35,774 △95,689 △131,464

 

（注）１．セグメント利益の調整額△95,689千円の主なものは、当社の総務部門等、一般管理部門に係る費用であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年１月１日　至平成27年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 送風機事業 住設事業 自動巻線機事業

企業再生支援事

業

売上高        

外部顧客への売上高 1,499,814 558,495 313,756 18,743 2,390,810 － 2,390,810

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,499,814 558,495 313,756 18,743 2,390,810 － 2,390,810

セグメント利益 92,880 34,733 11,647 9,295 148,557 △106,733 41,823

 

（注）１．セグメント利益の調整額△106,733千円の主なものは、当社の総務部門等、一般管理部門に係る費用であ

ります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年１月１日
至 平成27年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当た

り四半期純損失金額（△）
△57円41銭 11円27銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（千円）
△241,356 47,373

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半

期純損失金額（△）（千円）
△241,356 47,373

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,204 4,204

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

───── ─────

（注）　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。当第２四半期連結累計期間の潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月11日

ローヤル電機株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　松村　浩司　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　武井　雄次　印

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているローヤル電機株

式会社の平成27年１月１日から平成27年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年４月１日から

平成27年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ローヤル電機株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　会社の平成26年12月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査

が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成26年８月12日付で無限定の結論を表明してお

り、また、当該連結財務諸表に対して平成27年３月26日付で無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　(注)　1.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

　　　　2.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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